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今
年
度
の
新
し
い
体
育
指
導
委
員
が

　
　
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ー
ト
フ
ル
　

　
　
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
『
ラ
ベ
ン
ダ
ー
カ
ッ
プ
』
開
催
！

平成１７年度自衛官募集案内

区 分 願書受付期間 第１次試験 概　　要
資格募集種目

2等 陸・海・
空士

18歳以上
27歳未満の者

曹 候 補 士
（陸･海･空）

18歳以上
27歳未満の者

防衛医科大学校
学生

高卒（見込）
21歳未満の者

航 空 学 生
（海･空）

高卒（見込）
21歳未満の者

防衛大学校
学生

高卒（見込）
21歳未満の者

推薦

一般

一般曹候補
学生

（陸･海･空）

18歳以上
24歳未満の者

9月26･27日のいず
れか一日（男子）
9月25日（女子）

陸上は2年、海上･航空は
３年を１任期として任用
（以降2年を1任期）

飛行機・ヘリコプターの
パイロット養成コース
入隊後６年で幹部昇任

修学年限4年
卒業後1年で幹部自衛官
に昇任

修学年限6年
医師免許取得後は幹部自
衛官に昇任

入隊後3年経過以降選考

により3等陸･海･空曹へ

教育期間約2年終了後

3等陸･海･空曹

8月１日～9月8日

9月９日～９月３０日

9 月 17 日

9月５日～７日 9月24～25日

11月5～6日

看 護 学 生
高卒（見込）
24歳未満の者

修学年限3年
看護師免許取得後2等
陸曹に昇任

10月16日

9月９日～
　　９月３０日 11月12～13日

9 月 23 日

ＵＲＬ　　http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp　Ｅ－mail　hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

●応募希望者は下記までお問合せください。

　　　　自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所　大月市御太刀2‐8‐10　電話：0554‐２２－１２９８

【
船
津
地
区
】
黒
澤
　
章
、
赤
池
洋
一
、
　

　
　
　
　
　
　
外
川
明
治
、
滝
口
理
沙
、
　

　
　
　
　
　
　 

中
村
　
梓

【
小
立
地
区
】
渡
辺
治
彦
、
渡
辺
尚
希
、
　

　
　
　
　
　
　 

古
屋
由
紀
子

【
大
石
地
区
】 

堀
内
雄
一
、
舩
橋
洋
子

【
河
口
地
区
】 

外
川
貴
範
、
小
河
原
由
美

【
勝
山
地
区
】 

倉
沢
聖
、
流
石
昭
仁
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
佐
野
達
美
、
武
藤
澄
代

【
足
和
田
地
区
】 

渡
辺
美
男
、
古
谷
隆
人
、
　

　
　
　
　
　 

　
渡
辺
俊
雄
、
三
浦
め
ぐ
み
、

　
　
　
　
　 

　
和
田
秀
子
、
渡
辺
初
世

◆
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
を
企
画
（
８
月
23
日
～
11
月
８
日
、
毎
週

　
火
曜
日
〈
予
定
〉
）
し
て
お
り
ま
す
の
で

　
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

 

　 

 
 

４
月
に
で
き
た

ば
か
り
の
、
更

年
期
世
代
の
女

性
サ
ー
ク
ル
で

す
。 

 

　
更
年
期
障
害

を
改
善
す
る
た

め
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
運
動
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど

で
い
い
汗
流
し

て
ま
す
。
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
私
た
ち

と
一
緒
に
克
服
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
日
　
程
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
８
時
～ 

 

■
場
　
所
　
さ
く
や
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
町
体
協
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
17
年
６
月
13
日
（
月
）
午
後
７
時
よ
り

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
を
対
象
と
し
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト
を
町
民
体
育
館

で
開
催
し
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
、
音
楽
、
ダ
ン
ス

を
交
え
、
競
技
会
と
は
一
味
違
う
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。
た
だ
い
ま
、
参
加
チ

ー
ム
の
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加

締
切
り
は
５
月
31
日
（
火
）
。
初
心
者
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。
観
戦
の
み
の
参
加
も
可
能

で
す
。

●
問
合
せ
・
申
込
み

　
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会

　
　
事
務
局
（
℡
72-

６
０
５
３
：
流
石
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１７

　児童福祉法が改正され、本年４月より児童相談の窓口は、県の児童相

談所だけでなく、住民の皆さんにより身近な町へも広げられました。こ

れに伴い、児童相談業務は、従来どおり町役場福祉推進課(℡72-6028)

だけでなく、町交流センター(旧河口湖町役場)内に設置された教育セ

ンターにおいても、教育相談を含めた児童相談をお受けしています。児

童に関する心配事・悩み事がありましたら、お気軽にどうぞ。(個人のプ

ライバシーに関する事項についての秘密は守ります。)

　　　■開設時間　平日の午前１０時から午後４時まで

　　　■電話番号　８３-３０２２

児童に関する相談窓口について

　山梨県道路公社で管理運営している有料道路のうち、河口湖大橋

有料道路については、平成17年6月6日に料金徴収期間満了となり、

6月7日から無料開放になります。

　また、富士スバルラインについては、引き続き現行の管理水準を

維持できるよう維持管理有料道路に移行するため、料金が改定にな

ります。

　【普通車片道　1,150円⇒1,000円】

●詳しくは、山梨県道路公社　TEL:055-226-3835　FAX:055-226-3845

           県道路企画室　　TEL:055-223-1691　FAX:055-223-1693

　県では、富士山の自然保護と交通渋滞を解消するため、富士スバル

ラインのマイカー規制を行ってい　ます。規制期間中は、マイカーの

乗り入れができませんのでシャトルバス等をご利用下さい。

　今年のマイカー規制は、昨年発した雪代災害復旧工事のため、例年

より規制期間を延長し36日間の実施となります。

　　■規制期間　平成17年7月27日0時から平成17年8月31日24時まで

　　■規制区間　富士スバルライン料金所から富士山五合目駐車場

　　■規制対象にならない車両

　　　　　　　　バス（乗車定員11人以上のマイクロバスを含む）、ハイヤー、タクシー、軽車両、

　　　　　　　　指定車、許可車、下山車両

　　●問合せ先　富士河口湖富士線有料道路管理事務所　TEL　７２－１３１１

　　　　　　　　山梨県道路公社　TEL:055-226-3835　FAX:055-226-3845

○河口湖大橋有料道路の無料開放及び富士スバルラインの料金改定について

○富士スバルラインのマイカー規制について

山梨県からのお知らせ

…………………………………………………………………………
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
川
口
御
師
の
檀
家
廻
り
③

　
　
　
　
ー
地
域
の
歴
史
を
探
る
ー

お
　 

 

し
　

　
こ
の
事
件
を
記
し
た
古
文
書
は
、
事
件
の
翌
年
、

即
ち
安
政
２
年
正
月
付
け
で
、
三
浦
外
記
が
寺
社
奉

行
宛
に
出
し
た
も
の
で
す
。
三
浦
家
の
当
主
は
「
外

記
」
を
襲
名
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
古
文
書
を
見
る

と
、
こ
の
頃
家
長
の
長
盈
は
家
督
を
息
子
吉
郷
に
譲

っ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
文
書
の
「
外

記
」
は
吉
郷
の
こ
と
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
吉
郷
は
な
ぜ
こ
の
文
書
を
書
き
、
寺

社
奉
行
所
へ
提
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
も
述

べ
ま
し
た
が
、
三
浦
家
は
毎
年
年
頭
に
江
戸
へ
出
て

将
軍
家
へ
御
祓
い
を
献
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

年
の
場
合
、
そ
の
直
前
に
こ
の
事
件
に
遭
遇
し
て
し

ま
い
、
た
と
え
自
分
が
直
接
殺
し
た
わ
け
で
は
な
い

に
し
て
も
、
人
の
生
死
に
関
わ
る
事
件
に
関
係
し
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
身
で
今
年
の
御
祓

い
を
献
上
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
伺
い
出
た
わ
け

で
す
。
将
軍
家
へ
御
祓
い
を
献
上
す
る
と
い
う
職
務

に
は
厳
し
い
禁
忌
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
こ
の
結
末
は
不
明
で
す
が
、
も
し
御
祓
い
を
許
可

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
三
浦
家
は
、
故
郷
川
口
に
富
士

川
沿
い
の
檀
家
廻
り
の
疲
れ
を
癒
す
暇
も
そ
こ
そ
こ

に
、
正
月
の
河
口
浅
間
神
社
に
お
け
る
一
連
の
神
事

を
済
ま
せ
る
と
、
今
度
は
江
戸
へ
向
か
っ
て
出
立
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

 
 

こ
う
い
う
背
景
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
文
書
を
記

し
た
理
由
に
も
興
味
を
惹
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
容

か
ら
も
様
々
な
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

御
師
三
浦
家
が
非
常
に
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し
、
檀
家
廻
り
に
は
様
々
な
危

険
が
付
き
ま
と
っ
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。
そ

し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
危
険
は

三
浦
家
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
御
師
に
い
え
た
こ

と
で
、
そ
う
考
え
る
と
、
御
師
達
は
各
々
が
様
々
な

危
険
と
向
か
い
あ
い
な
が
ら
檀
家
廻
り
を
行
っ
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
思
う
の
で
す
。

 
 

檀
家
廻
り
は
こ
の
よ
う
に
確
か
に
危
険
を
伴
い
ま

し
た
が
、
一
方
檀
家
廻
り
に
よ
っ
て
、
御
師
達
は
各

地
の
様
々
な
事
情
に
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

各
御
師
が
有
す
る
そ
れ
ら
の
情
報
を
合
わ
せ
ま
す
と
、

川
口
の
御
師
達
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
と
い
え
る

よ
う
な
情
報
量
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
と
思
う

の
で
す
。
私
は
例
え
ば
御
師
達
が
会
合
な
ど
開
い
た

時
、
彼
ら
の
話
題
は
村
内
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
各
地

の
情
報
交
換
な
ど
広
が
り
と
発
展
性
を
持
ち
、
座
は

随
分
と
盛
り
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
川
口
は
そ
の
よ

う
な
御
師
の
居
住
す
る
街
と
し
て
、
こ
の
地
方
に
お

け
る
文
化
発
信
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
川
口
御
師
の
存
在
は
、
川
口

村
に
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
村
々
に
も
様
々
な
影
響

を
与
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
甲
州
は
文
化
の
果
て
る
と
こ
ろ
、
ま
し
て
河
口
湖

周
辺
の
僻
村
で
は
、
私
達
の
先
祖
は
一
体
ど
の
よ
う

な
文
化
と
ほ
ど
遠
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
お
話
し
て
き
た
よ
う
に
、

川
口
村
の
御
師
達
は
檀
家
廻
り
の
た
め
他
の
地
域
に

積
極
的
に
出
か
け
て
行
き
、
沢
山
の
情
報
を
も
っ
て

故
郷
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
に
は
各

地
か
ら
富
士
登
拝
を
目
指
し
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ

ま
し
た
。
富
士
登
拝
を
目
指
す
参
詣
者
は
道
（
導
）

者
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
街
中
で
撒
銭
と
い

っ
て
歩
き
な
が
ら
銭
を
撒
く
習
俗
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
白
装
束
の
道
者
が
通
行
す
る
と
「
お
ん
ど
う
し

ゃ
、
ぜ
に
ま
け
」
と
子
供
た
ち
が
撒
銭
を
ネ
ダ
ル
声

が
街
中
に
明
る
く
響
き
渡
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
こ
の
地
域
は
現
在
は
も

と
よ
り
、
昔
か
ら
随
分
と
他
地
域
と
の
交
流
が
深
く
、

従
来
考
え
て
き
た
よ
う
な
自
己
完
結
的
な
地
域
で
は

決
し
て
な
か
っ
た
と
私
は
思
う
の
で
す
。

 
 

現
在
の
河
口
は
静
か
な
集
落
の
佇
ま
い
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
、
御
師
と
呼
ば

れ
る
人
々
が
生
活
し
て
い
て
檀
家
廻
り
な
ど
の
活
動

を
活
発
に
行
い
、
富
士
信
仰
で
多
数
の
参
詣
者
が
各

地
か
ら
訪
れ
る
当
地
域
で
最
も
繁
華
な
集
落
で
あ
っ

た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
川
口
を
例
に
述
べ
て
み
ま
し

た
が
、
地
域
を
改
め
て
考
え
る
た
め
に
も
、
各
地
域

の
隠
れ
た
歴
史
の
発
掘
は
今
後
と
も
必
要
な
作
業
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員

げ

き
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日 (31日)・祝日 (3・4・5日)

火曜日 分館読み聞かせ会 16:30～

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

12・19・26日

10・17・24日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2005年5月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館2005年5月の予定●

10日(火) 10:30～24日(火) 10:30～

本の読み聞かせ講座・英語読み聞かせ講座、共に定員になり次第締め切ります。申し込みはお早めに。
尚、保育を希望される場合は、申し込みの際にあわせてお申し込み下さい。

＊申し込み先　　富士河口湖町立図書館（電話73-3963）

●腐蝕の王国　上･下／江上　剛　　●いつも旅のなか／角田　光代

○歴史･小説･人生／浅田　次郎　　 　○詩歌の待ち伏せ／北村　薫

●花輪茂十朗の特技／佐藤　雅美　 　●心地いい「木の家」傑作集

○こぶしの上のダルマ／南木　佳士　　○経済指標／植月　貢

●みみずくの夜メール2／五木　寛之　　●終わりからの旅／辻井　喬

○子どもの社会づくり10のステップ　　　○手で遊ぶおもしろ影絵ブック

●いっしょに子育て保育参観・保育参加　　●図説アジア文字入門

○神話の里殺人事件／西村　京太郎　　　　○刺繍日記／木坂　涼

●図解「頭の回転が速い人」になる秘密のノート

▽夏川りみSINGLE COLLECTION

▼ミミ／マライヤ・キャリー

▽松浦　亜弥　ベスト1

▼SWING GIRLS Live!!

▽NHK「にほんごであそぼ」

　　　    　～雨ニモマケズ編～

▼NHK「にほんごであそぼ

　　　　　～ぴっとんへべへべ編～

▽池袋ウエストゲートパーク

　　　　    Classic Edition

　初心者向けの本の読み聞かせ講座です。

ご家庭での読み聞かせのテクニックや環境づくり等を学ん

でみたい方、ぜひご参加下さい。

尚、全５回の講座になります。なるべく５回通しての参加を

おすすめします。（保育有り）

　

　　　　　山梨学院短期大学　駒井美智子助教授

　　　　　第１回　５月１１日（火）　

　　　　　第２回　５月１４日（土）

　　　　　第３回　５月２８日（土）

　　　　　第４回　６月　４日（土）　

　　　　　第５回　６月１５日（水）

　　　　  全５回　各10：30～11：30

　　　　　講座・・中央公民館　視聴覚室　　　　  ５０名

　　　　　保育・・中央公民館　和室

講 師

日 時

場 所 定 員

　英語の本を使って読み聞かせをする際のテ

クニックを学びたい方。また、家庭で英語の読

み聞かせをしたいけど、どうしたらいいの？と

お悩みの方におすすめの講座です。

　　　　　　　　　　　　　　（保育有り）

　　　　　原田真理子先生

　　　　　（英語教室「Sunny Day English　

　　　　　　　　　　　　　　Park」　主催）

　　　　　６月３日（金）　10：30～12：00

　　　　　講座・・中央公民館　視聴覚室

　　　　　保育・・中央公民館　和室

　　　　　５０名

講 師

日 時

場 所

定 員

★絵本読み聞かせ講座

★新着図書案内 ★新着CD案内

★英語読み聞かせ講座★絵本読み聞かせ講座

★新着図書案内 ★新着CD案内

★英語読み聞かせ講座

10・24日(火)大石 10日(火)河口



広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

町
剣
道
連
盟
船
津
道
場
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
を
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

F
u
j
i
 

は
ぎ
れ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
者
募
集

山
梨
県
調
理
師
試
験
に
つ
い
て

北
富
士
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

第
９
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
富
士
五
湖
場
所

　
　
　
　
出
場
者
募
集

富
士
吉
田
市
民
合
唱
団
第
49
回
定
期
演
奏
会

「
Ｏ
ｈ
　
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｄ
ａ
ｙ
」

借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
法
律
相
談
会

■
対
　
象
　
船
津
・
小
立
・
勝
山
地
区
の
園
児
か
ら
小

　
　
　
　
　
学
４
年
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
練
　
習
　
毎
週
２
回
（
火
・
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
か
ら
８
時
ま
で

　
※
そ
の
他
、
年
数
回
対
外
試
合
や
検
定
が
あ
り
ま
す
。

■
場
　
所
　
船
津
地
区
公
民
館
（
船
津
小
学
校
西
側
）

■
連
絡
先
　
指
導
者
　
渡
辺
　
博
　
℡
83-

2
5
9
3

　
　
　
　
　
保
護
者
会
長
　
宮
下
博
司

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
9
0-
8
7
2
4-

4
6
3
0

　
☆
河
口
湖
の
北
側
は
河
口
道
場
が
あ
り
ま
す
。

　
少
女
た
ち
が
自
主
的
な
活
動
を
通
し
て
、
他
の
人
に

役
立
つ
こ
と
を
す
る
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
。
日
本
連
盟
山

梨
県
第
３
団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
　
象
　
小
学
１
年
生
・
２
年
生

◆
申
込
・
問
合
先
　
長
坂
厚
子
　
℡
73
‐
1
1
5
6

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
河
口
湖
第
２
団
で
は
、
４
月
か
ら

新
入
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
キ
ャ

ン
プ
を
中
心
に
色
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
見

学
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
指
導
者
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対
　
象
　
小
学
校
２
年
生
以
上
の
男
子

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
中
村
　
忍
　
℡
72
‐
0
4
8
0

　
こ
の
機
会
に
強
固
な
精
神
力
を
養
え
る
柔
道
を
や
ら

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
特
に
４
月
に
入
園
し
た
園
児
か
ら

小
学
５
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
期
　
間
　
５
月
10
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）
ま
で
の
毎
週

　
　
　
　
　
火
・
金
曜
日
（
７
回
）
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
場
　
所
　
北
富
士
工
業
・
富
士
北
稜
高
校
柔
道
場

■
受
講
料
　
無
料

■
服
　
装
　
体
育
着
、
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど

■
保
険
料
　
５
０
０
円
（
開
校
時
に
持
参
し
て
下
さ
い
）

■
定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
み
　
西
村
（
22
‐
３
６
７
０
；
西
村
整
骨
院
）

　
７
月
31
日
に
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の

予
選
大
会「
富
士
五
湖
場
所
」の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
　
５
月
22
日
（
日
）
受
付
８
時
40
分
～

■
開
催
場
所
　
予
選
：
忍
野
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
決
勝
：
忍
野
村
国
体
記
念
土
俵

■
出
場
資
格
　
富
士
五
湖
地
域
に
在
学
す
る
小
学
１
年

　
　
　
　
　
　
か
ら
６
年
生 

(

全
国
大
会
へ
は
小
学
4

　
　
　
　
　
　
年
か
ら
6
年
生
の
優
勝
者
が
出
場)

■
参
加
費
　
一
人
５
０
０
円

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
申
込
方
法
　
各
小
学
校
に
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の

　
　
　
　
　
で
、fax

又
は
郵
送
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
富
士
五
湖
青
年
会
議
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
24-

０
７
７
１

　
　
　
　
　
伊
　
東
　
℡
0
9
0-

3
2
4
5-

2
3
5
1

■
テ
ー
マ
　
「
は
ぎ
れ
の
再
生
」

■
参
加
料
　
応
募
作
品
１
点
に
つ
き
２
０
０
０
円

■
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
・
素
材
提
供
　
５
月
１
日
～
６
月
26
日

（
郡
内
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
河
口
湖
中
原
淳
一

　
美
術
館
）

　
・
一
次
応
募
締
切
（
写
真
応
募
）
９
月
１
日
～
15
日

　
・
一
次
審
査
（
1
0
0
点
選
考
）
９
月
下
旬

　
・
二
次
審
査
　
11
月
初
旬

■
賞
　
大
賞
（
１
点
）
賞
金
50
万
円
　

　
　
　
優
秀
賞
（
２
点
）
賞
金
各
10
万
円
、

　
　
　
産
地
布
大
賞
（
１
点
）
賞
金
10
万
円
、

　
　
　
特
別
賞
（
数
点
）
賞
金
５
万
円

●
主
催
・
問
合
先

　F
u
j
i

は
ぎ
れ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

（
郡
内
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
℡
24-

4
4
0
6

　
調
理
師
法
に
基
づ
い
た
、
平
成
17
年
度
の
山
梨
県
調

理
師
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験
に
か
か
る
詳
細
等
に

つ
い
て
は
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
の
健
康
づ
く
り
担

当
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
試
験
日
　
７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時

■
試
験
場
所
　
山
梨
学
院
大
学

■
受
験
願
書
受
付
　
５
月
16
日
～
20
日

●
問
合
先
　
県
庁
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
4
9
3

　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
５
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
都
留
市
）

■
予
約
・
問
合
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
5
3-

6
9
0
0

●
主
　
催
　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

■
日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
開
場
・
６
時
30
分
開
演

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　

参
加
者
募
集

各
種
講
座
・
教
室



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

公
　
告

国
民
生
活
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

茉
莉
花 

J
A
S
M
I
N
E

電
波
利
用
保
護
旬
間

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

　
　
　
　
創
立
45
周
年
記
念
行
事

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
第
13
回
定
期
演
奏
会
の
お
知
ら
せ

　
　
ゴ
ス
ペ
ル
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
き
っ
か
け
に
な

　
っ
た
、
映
画
「
天
使
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
」
で
お
馴
染
み

　
の
「
Ｏ
ｈ
　
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｄ
ａ
ｙ
」
、「
Ｈ
ａ
ｉ
ｌ
　

　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｙ
　
Ｑ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ
」
等
や
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
で
演
奏
し
た
曲
目
を
中
心
に
演
奏
会
を
行
な
い
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
　
一
　
般
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
中
高
生
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
学
生
・
65
歳
以
上 

　
無
料

●
問
合
先
　
渡
邊
　
℡
　
23
‐
１
８
３
６

　
船
津
土
地
改
良
区
は
、
平
成
17
年
２
月
10
日
に
解
散

し
、
下
記
住
所
に
お
い
て
清
算
事
務
を
行
っ
て
い
る
か

ら
、
当
土
地
改
良
区
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
者
は
、

県
公
告
掲
載
（
３
月
17
日
）
の
翌
日
か
ら
３
ヶ
月
以
内

に
清
算
人
に
申
し
出
ら
れ
た
く
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

24
年
法
律
第
１
９
５
号
）
第
76
条
に
お
い
て
準
用
す
る

民
法
第
79
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
該
期
間
内
に
申
し
出
の
な
い
債
権
者
の
債

権
は
、
清
算
か
ら
除
斥
す
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添

え
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
算
法
人
船
津
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
算
人
代
表
　
梶
原
　
亀
雄

　
　
清
算
法
人
船
津
土
地
改
良
区

　
　
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
０
０
番
地

　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
１
階
　
サ
テ
ラ
イ
ト
室

　
　
　
　
電
話
・f

a
x

０
５
５
５-

７
２-

０
６
４
９

　
保
健
や
福
祉
、
所
得
等
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を

調
査
し
、
厚
生
労
働
行
政
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
船
津
地
区
に
お
住
ま
い
の
世
帯
の
方
々
に
、
調
査
員

が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

■
内
　
容
　
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
（
礼

　
砲
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
）
、
装
備
品
展
示
、
試
乗

（
ジ
ー
プ
な
ど
）
、
音
楽
演
奏
、
野
外
売
店
等

●
問
合
先
　
北
富
士
駐
屯
地
広
報
室
（
84
‐
３
１
３
５
）

=

「
ト
レ
ビ
ア
の
泉
」
で
紹
介
さ
れ
た
日
本
唯
一
の
礼
砲
部
隊

　
が
所
在
す
る
駐
屯
地
で
す=

■
日
　
時
　
５
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
開
場
　
６
時
30
分
開
演

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
指
　
揮
　
坂
本
　
修
　
客
演
指
揮
　
平
野
　
廣
海

■
曲
　
目
　

　
　
交
響
詩
「
ア
ル
プ
ス
の
詩
」
よ
り
パ
ス
ク
・
ロ
マ

　
ー
ナ
、
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
よ
り
オ
ペ
ラ
座
の
怪

　
人
～
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
他

●
問
合
先
　
長
田
　
℡
0
9
0-

4
1
7
0-

1
9
4
5

　～
中
国
古
筝
が
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
を

　
奏
で
ま
す
～

　
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
忘
れ
か
け
て
い
た
美
し
い
中
国

の
風
景
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
５
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
場
　
午
後
２
時
開
演

■
場
　
所
　
河
口
湖
畔
妙
法
寺
本
堂
（
小
立
6
9
2
）

■
参
加
費
　
３
５
０
０
円
（
全
席
自
由
1
5
0
席
）

■
演
奏
曲
　
彩
雲
追
月
・
春
詩
・
ア
ジ
ア
メ
ド
レ
ー
　

　
　
　
　
　
白
鳥
・
鳥
の
歌
・
涙
そ
う
そ
う
な
ど
を
　

　
　
　
　
　
予
定

●
問
合
せ
　
大
橋
　
℡
0
9
0-

4
0
1
2-

4
0
3
3

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
「
電
波
利

用
保
護
旬
間
」
と
し
て
、
携
帯
電
話
、
消
防
、
救
急
無

線
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

電
波
の
利
用
を
保
護
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社

会
生
活
を
脅
か
す
不
法
な
電
波
を
な
く
す
た
め
、
電
波

は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先
　
関
東
総
合
通
信
局

　
◆
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

5
5
6
2-

7
5
5
5

　
◆
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

5
2
2
0-

5
6
9
0

　
◆
放
送
相
談
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03-

5
2
2
0-

5
6
9
3

 

ー
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
わ
け
て
く
だ
さ
い
ー

■
日
　
時
　
６
月
８
日
（
水
）

■
場
　
所
　
午
前
（
10
時
～
12
時
）
　
足
和
田
出
張
所

　
午
後
（
1
時
30
分
～
3
時
30
分
）
勝
山
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム

●
協
　
力
　
河
口
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
河
口
湖
商
工
会

そ

の

他

「P
R
O
T
E
C
T
I
N
G

　H
U
M
A
N

　D
I
G
N
I
T
Y

　
　
　
　
　
　
　
ー
守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を
ー
」

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
赤
十
字
富
士
河
口
湖
分
区


